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【目的】近年、食生活や生活様式の変化にともな
い小児期における肥満や高脂血症の増加が問題視
されている。高脂血症を引き起こす要因として、
遺伝的要因や、疾病に由来する二次性のものを除
けば食事の影響を無視することはできない。今回、
我々は健康小児に高脂肪食を負荷し、血中脂質濃
度を測定し検討を加えた。
【対象および方法】①4～15才の健康小児52
名。
②高脂肪食の負荷方法は年齢別1日所要エネルギ
ー量の約1／3を有し、かつ脂肪エネルギー比を
40～45％に調整したものを一定時刻に朝食と
して与え、食前、食後2時間に採血し、それぞれ
血清トリグリセライド（TG）、総コレステロー
ル（TC）、HDLコレステロール（HDL－C）
を測定し、さらに動脈硬化指数（AI）を算出した。
【結果と考察】①負荷前TG値が、80・M9／de未
満の二値群と、80㎎／d9以上の高値群の2群に
分け、食後2時間のTGの増加（以降dTG）を
比較した。高値群にて平均111㎎／d9と、低値群
の平均75㎎／d4に比べてATGに有意の上昇を
示した。（p〈0，05）
②同様に120㎎／膨未満の低論証と120M9／’de以
上の高値群の2群に分け、ATGを比較した。高
値群にて平均132me／d6と、低値群の平均80㎎／
膨に比べてdTGにより有意の上昇を示した。
（p〈O．01）
③年齢別にみると10－15才の群では平均102
㎎／deと、4－9才の群の平均91　M9／46に比べて、
dTGに高い傾向がみられた。
④AI≧3の群では平均141M9／d9と、AI＜3の
群の平均87　M9／44に比べて、　ATGに有意の上
昇を示した。（p〈O．05）
⑤肥満傾向のない群（肥満度一20～十20％未満）
と、肥満群（肥満度十20～十46％）ではATG
に有意差を認めなかった。
　【目的】運動の血清脂質改善効果を確認するため
に、トライアスロンをモデルとして、急性運動の
血清脂質に対する直接的効果を、男女それぞれに
ついて検討した。
　【対象及び方法】毎年米国ハワイ島コナで行われ
るアイアンマン・トライアスロン大会（水泳3．9
km，自転車180．2km，ラン42．195　km）に、1981
年から1988年末での間に参加、完走した日本人選
手93名（男性74名，女性19名）を対象とした。採
血は競技2日前、競技直後、競技1日後、7日後
の、いずれも夕刻に行った。リボ蛋白の分離は超
遠心法に従い、また各脂質の測定は酵素法を用い
て行った。
【結果】血清遊離脂肪酸（FFA）は、男女とも
競技直後に競技前値の8～9倍という著明な上昇
を示した。血清トリグリセリド（TG）は、男性
では競技後に有意に低下、変化率では直後に40％
の減少が認められたが、女性では有意な変化が認
められなかった。血清総コレステロール（TC）
は男女とも競技1日後になって有意に低下した。
変化率としては、男性で10％の減少、女性で15％
の減少であった。血清HDLコレステロール
（HDL－C）は、男性では直後に有意に上昇し、これ
は前値に比べて16％の増加であった。また1日後
および7日後も依然として若干高い値を示した。
一方女性ではHDL－Cに有意な変化は認められなか
った。HDL。一CもHDL－Cと同様、男性で直後に有意
に上昇し、前値に比べ14％の増加を示したのに対
し、女性では有意な変化は認められなかった。
【考察】今回男性において認められた、競技直後
のTGの著明な減少、　HDL－C、HDL、一Cの増加は、
運動によるリボ蛋白リパーゼ（LPL）活性の上
昇を示唆するものと考えられる。一方、女性では
このような変化が明らかでなかったことより、血
清脂質に対する運動効果には男女差があり、その
差はLPL活性に対する効果の差に基づくもので
あると考えられた。今後、運動のLPL活性への
効果に対するホルモンの関与などを詳細に検討す
ることにより、運動効果の男女差の本質を明らか
にする必要があると思われる。
（32）
